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男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

　

男
女
が
と
も
に
人
権
を
尊
重

し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
職
場

や
学
校
、
地
域
、
家
庭
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

『
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
る

人
が
、
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る

所
で
実
践
す
る
』
琴
浦
町
で
は
、

そ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

職
場
を
さ
さ
え
る

�

う
れ
し
い
制
度

　

「
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進

企
業
認
定
制
度
」
は
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
に
配
慮
し
な
が
ら
、
男

女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を

鳥
取
県
知
事
が
認
定
し
、
そ
の
取

組
を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
16
年
度
に
始

ま
り
、
現
在
で
は
６
３
１
企
業
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
琴
浦
町
で

も
平
成
29
年
１
月
現
在
、
22
企
業

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
対

応
す
る
た
め
に
も
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
が
必
要
と
さ
れ
る
な

か
、
企
業
に
お
け
る
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
は
大
変
重
要
で
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
で
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

琴
浦
町
内
の
推
進
企
業
で
あ

る
、
有
限
会
社
山
本
お
た
ふ
く
堂

（
以
下
「
山
本
お
た
ふ
く
堂
」）、

馬
野
建
設
株
式
会
社
（
以
下
「
馬

野
建
設
」）
に
取
り
組
み
の
様
子

や
、
職
場
づ
く
り
へ
の
思
い
な
ど

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

①申請
　就業規則を定めて事業活動を行い、次のよ
うな取り組みを進めている県内企業などが認
定申請。
〇仕事と家庭の両立支援
〇男女がともに働きやすい職場づくり
〇男女均等な能力活用
〇�労働基準法、男女雇用機会均等法、育児・
介護休業法などの遵守

③認定企業の支援
　次のような支援、優遇措置を設定。
〇�県のホームページや情報誌での取り組み紹介
〇�ハローワークの求人票に認定企業である旨
を表示したり、広告などにロゴマークを使
用できる

〇�県の建設工事等の指名業者選定における加
点付与、物品調達における入札機会増加

〇�男女共同参画推進企業応援ローンの利用対象

②認定
審査項目の一定割
合を満たす企業な
どを知事が認定
し、認定証を交付。

認定の流れ

進めてます！
“琴浦流”ええ職場づくり

～男女共同参画推進企業の取り組み～

琴浦町内男女共同参画認定企業一覧
認定番号 事業所名

9 ㈱井木組
10 馬野建設㈱
14 ㈱チュウブ
28 ㈲高野組
67 ㈱伊藤建設
239 （社福）琴浦町社会福祉協議会
240 （一財）みどり保育園
279 （社福）立石会
292 （医）もりもと
307 ㈲山本おたふく堂
320 ㈲ソルヘム
325 ㈲沢田組
450 鳥取東伯ミート㈱
456 鳥取部品㈱
526 ㈱若松組
549 ㈲西本商会
574 ㈲美柑組
575 ㈲東伯土建工業
590 ㈱ヘイセイ
594 東伯ガス産業㈱
608 ㈲石前建設
616 米久おいしい鶏㈱

特集
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山
本
お
た
ふ
く
堂
が
男
女
共
同

参
画
推
進
企
業
の
認
定
を
受
け
た

の
は
平
成
22
年
。
き
っ
か
け
は
鳥

取
県
の
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業

推
進
員
に
よ
る
事
業
所
訪
問
で
し

た
。

規
則
・
制
度
は
あ
れ
ど
…

　

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

〇�

育
児
休
業
制
度
が
、
子
が
１
歳

に
達
す
る
ま
で
取
得
可
能
以
上

の
も
の
で
あ
る
こ
と

〇�

育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制

度
や
所
定
労
働
時
間
を
超
え
さ

せ
て
労
働
さ
せ
な
い
制
度
が
あ

る
こ
と

〇�

一
定
以
上
の
介
護
休
業
制
度
等

が
あ
る
こ
と

〇�

右
記
の
基
準
を
就
業
規
則
に
明

記
し
て
い
る
こ
と

〇�

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
関
す
る
方
針
を
明
確

に
し
、
相
談
・
苦
情
窓
口
を
作

り
、
生
じ
た
場
合
に
は
適
正
な

対
応
を
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

山
本
お
た
ふ
く
堂
は
規
則
を
確

認
・
改
善
な
ど
し
な
が
ら
、
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
度

を
設
定
す
る
の
み
で
は
、
十
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

な
ん
で
も
言
い
な
い
よ

　

山
本
お
た
ふ
く
堂
で
は
、
こ
れ

ら
の
制
度
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〇�

休
暇
・
休
業
を
含
め
た
会
社
の

就
業
規
則
を
社
員
誰
も
が
読
め

る
場
所
に
置
い
て
、
社
員
に
確

認
を
勧
め
る
「
制
度
の
見
え
る

化
」

常
に
前
向
き
に「
何
で
も
言
え
る
」雰
囲
気
づ
く
り

�

～
山
本
お
た
ふ
く
堂
の
取
り
組
み
～

〇�

役
員
に
よ
る
社
員
各
個
へ
の
声

掛
け
を
励
行
す
る
「
声
の
通
じ

る
環
境
づ
く
り
」

〇�

旅
行
・
忘
年
会
等
社
員
一
同
で

楽
し
む
よ
う
に
す
る
「
心
が
一

つ
に
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
」

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

普
段
か
ら
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気

が
で
き
、
有
給
休
暇
の
取
得
や
、

各
種
休
暇
・
休
業
制
度
の
取
得
も

進
ん
で
き
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

「
な
ん
で
も
言
い
な
い
」
と
突

然
言
わ
れ
て
も
、
な
か
な
か
言
い

出
せ
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
ん
な

従
業
員
の
心
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
で
す
。

　男性も女性もどちらもが同じ立場で、仕事・家庭に取り組む方が
良いという考え方があり、この認定を受けました。男性もおむつを
替えたり、食事を作っても良い。社員には男女問わず、会社を休ん
でPTAや学校関係の活動に行くことを勧めて、地域活動参加への
抵抗感を減らすようにも努めています。
　そして会社は仕事場であり、仕事にはミスがつきものです。私が
心掛けているのは、ミスを起こした社員を非難せず、ミスが起きた
事実を受け止めて、「次を考えよう」と社員に対して前向きに促す
ことです。「自分が働く立場になって」考えるようにしています。
それがトップと社員との「ほほえましい、フラットな関係」を生み、
笑顔と笑いのある「行きやすい店」の雰囲気づくりにも繋がってい
ると思います。
　認定企業になるかどうかは、会社によってさまざまだと思いま
す。しかし、男女共同参画の取り組みは進めないといけないもので
あり、会社が従業員にその機会を与えないといけないと私は思って
います。

山本おたふく堂

山本　浩一社長

ことうら 2017. 23



　

馬
野
建
設
が
男
女
共
同
参
画
推

進
企
業
の
認
定
を
受
け
た
の
は
平

成
18
年
。
認
定
番
号
は
10
番
と
、

県
下
で
も
最
も
早
く
認
定
を
受
け

て
い
る
企
業
の
１
つ
で
す
。

経
営
理
念
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ

　

認
定
当
時
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
と
い
う
言
葉
が
取

り
上
げ
ら
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。

馬
野
建
設
で
は
、
建
設
の
仕
事
を

通
じ
て
良
質
の
作
品
を
顧
客
に
提

供
す
る
こ
と
の
意
義
と
と
も
に
、

雇
用
者
の
責
任
に
つ
い
て
も
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

良
い
も
の
を
作
る
た
め
に
は
社

員
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組

み
は
、
そ
の
よ
う
な
経
営
理
念
に

違
わ
ず
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

強
化
月
間
で
取
り
組
む

　

馬
野
建
設
で
は
、
毎
月
特
に
力

を
入
れ
る
こ
と
を
「
強
化
月
間
」

と
し
て
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
設

定
し
、
全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は「
健
康
経
営
」

「
情
報
管
理
」「
安
全
」「
地
域
活
動
」

な
ど
の
強
化
月
間
の
１
つ
と
し
て

「
女
性
活
躍
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
・
男

女
共
同
参
画
月
間
」
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
月
間
中
に
は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
の
周
知
や
意
見
箱
設
置

な
ど
の
取
り
組
み
を
全
社
で
行
う

予
定
で
す
。強
化
月
間
を
通
じ
て
、

会
社
内
で
の
男
女
共
同
参
画
意
識

を
よ
り
高
め
て
い
き
ま
す
。

正
面
か
ら
向
き
合
う

　

ま
た
、
馬
野
建
設
で
は
社
員
か

ら
の
改
善
提
案
を
受
け
入
れ
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
社
員

の
率
直
な
意
見
に
、
経
営
者
は
当

惑
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
提

案
に
は
経
営
上
の
問
題
点
を
解
決

し
て
い
く
「
ヒ
ン
ト
」
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

正
面
か
ら
向
き
合
う
改
善
の
積

み
重
ね
に
よ
り
、
実
務
の
改
善
だ

け
で
な
く
、
仕
事
を
離
れ
る
こ
と

も
で
き
る
、「
風
通
し
の
良
い
雰

囲
気
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。「
他

の
社
員
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で

有
休
休
暇
を
取
り
、
家
事
を
し
た

り
学
校
行
事
に
参
加
し
た
り
で
き

る
。
そ
し
て
、
ま
た
休
み
明
け
に

パ
ワ
ー
が
発
揮
で
き
る
」
と
い
う

好
循
環
を
馬
野
建
設
で
は
心
掛
け

て
い
ま
す
。

声
を
受
け
入
れ
、「
正
面
か
ら
向
き
合
う
」

�

～
馬
野
建
設
の
取
り
組
み
～

　女性社員も多く、工事現場で働く女性の技術職もいることから、
男女両方にとってより働きやすい職場づくりを進めたいと考えた
のが、認定を受けた理由です。
　建設業は「男の仕事」というイメージもありますが、男女で分
けへだてはしていません。お茶出しを女性職員に強制したりせず、
掃除なども全社員で行っています。
　「働きやすい職場で、『より良い仕事』をして欲しい」という
思いで、常に意識して取り組みたいと考えています。社員から寄
せられる提案にも、目をそらさない。
　女性が元気に働くと、雰囲気が柔らかくなったり、男性だけの
視点では気づかない完成品への細かい配慮ができたりとメリット
も感じています。
　認定手続きは面倒なところもありますが、会社の中に高齢世代
と若年世代の意識の差がある場合など、会社の空気を一新する機
会になる可能性もあり、取り組まれた方が良いのではと思います。

月に１度開催される全体会議
強化月間の取り組みも確認される

馬野建設

馬野　慎一郎社長
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ど
ん
な
関
係
性
を
築
く
の
か

　

今
回
ご
紹
介
し
た
２
社
か
ら

は
、
働
き
や
す
い
会
社
づ
く
り
に

会
社
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、「
ほ
ほ
え
ま
し
い
、
フ

ラ
ッ
ト
な
関
係
」（
山
本
お
た
ふ

く
堂
）、「
社
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

提
案
に
も
、
目
を
そ
ら
さ
な
い
」

（
馬
野
建
設
）
と
、
会
社
規
模
・

業
種
・
そ
れ
を
表
現
す
る
言
葉
は

異
な
り
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
が
社
員

と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
く
の

か
に
、
時
間
と
力
を
真
剣
に
注
い

で
い
る
よ
う
で
す
。

　

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
配
慮

し
な
が
ら
、
男
女
と
も
に
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
」
が
実
現
す
る

た
め
に
は
、
休
暇
制
度
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
改
善
に
加
え
、
職

場
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
高
揚
や
、
無
駄
を
省
く
風
土

づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
カ
ギ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山本おたふく堂
遠藤　美幸さん

山本おたふく堂
石田　靖博さん

馬野建設
山下　佳奈枝さん

馬野建設
西尾　敏行さん

男女共同参画推進認定企業で働いてみて、どうですか？！　社員の皆さんの声

未
来
に
向
か
っ
て

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の

よ
う
な
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意

識
が
強
い
社
会
で
は
、
家
庭
・
地

域
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
担

い
手
が
不
足
し
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
が
乗
り
切
れ
な
い
。
そ
ん
な
視

点
が
男
女
共
同
参
画
に
は
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
視
点
は
会
社
に

お
い
て
も
事
業
の
持
続
性
に
関
わ

る
重
要
な
も
の
で
す
。
男
女
が
と

も
に
働
き
や
す
い
職
場
は
、
優
秀

な
人
材
が
集
ま
り
、
生
産
性
が
高

ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
２
社
は
、
鳥

取
県
家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
の

認
定
な
ど
、
他
の
認
定
制
度
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自

社
が
抱
え
る
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
時
代
に
合
っ
た
会
社
と
な
る

よ
う
に
改
善
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
多
く
の
時
間
を
過
ご
す

「
職
場
」
が
、
男
女
で
担
い
あ
う

こ
と
で
よ
り
働
き
や
す
く
な
る
。

そ
ん
な
様
子
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
社
会

全
体
で
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

転
職
し
て
１
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
働
き
や
す
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
は
朝
６
時
10
分
か
ら
午
後
３
時
10
分
と
、

朝
は
少
々
早
い
で
す
。
た
だ
、
以
前
の
職
場
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
朝

早
く
、
終
わ
る
の
も
ま
ち
ま
ち
で
夜
の
10
時
を
過
ぎ
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
時
間
通
り
帰
れ
て
い
て
、
ま
た
休
み
の

相
談
も
し
や
す
く
、
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

ま
す
。

　

工
場
で
製
造
ラ
イ
ン
の
管
理
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
日
々
変
わ

る
注
文
量
に
合
わ
せ
、
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
納
品
す
る
、
と

て
も
緊
張
感
の
あ
る
仕
事
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
納
品
の
見

込
み
が
つ
い
た
時
点
で
製
造
ラ
イ
ン
の
一
部
を
休
め
、
社
員
の
作

業
量
を
調
整
、
休
暇
を
と
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お
互
い
気
遣
い

な
が
ら
、
子
ど
も
や
部
落
の
行
事
に
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

男
女
問
わ
ず
協
力
し
て
何
か
を
す
る
雰
囲
気
が
あ
る
職
場
で

す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
家
事
・
育
児
の
負
担
が
女
性

に
か
か
っ
て
い
る
背
景
に
、
祖
父
母
世
代
の
「
女
性
が
す
る
べ
き

こ
と
」
と
の
意
識
も
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
世
代

間
の
意
識
差
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
女
性
の

活
躍
推
進
に
は
、
会
社
以
外
で
の
「
意
識
の
壁
」
が
無
く
な
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
の
壁
な
く
一
緒
に
仕
事
に
取
り
組
み
、
困
っ
た
と
き
に
は

男
女
問
わ
ず
助
け
合
う
、
フ
ォ
ロ
ー
の
し
合
え
る
体
制
を
作
れ
る

よ
う
全
員
で
改
善
を
継
続
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
改
善
提
案
も
、

取
り
組
み
の
最
初
は
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ
感
じ
の
提
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
「
ち
ょ
っ
と
気
づ
い
た
こ
と
」
が
率
直
に
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
を
続
け
る
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
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確定申告　正しい申告と納税は期間内に！
　確定申告は前年１月から12月までの１年間の所得や税額を申告し、納税するものです。
　町では、昨年事業所得の確定申告をされた人を対象に、申告の案内状を２月上旬に送付しますので指定の
日にご来場ください。
　また、案内状がない場合でも、確定申告の対象となる人は、なるべく早めに申告を済ませましょう。

申告会場と受付時間（土曜日・日曜日は除きます）
　申告受付期間：２月16日（木）～３月15日（水）　８:30～16:00
　会　　　　場：赤碕会場（役場分庁舎　２階多目的ホール）　期間　２月16日（木）～２月24日（金）
　　　　　　　　東伯会場（役場本庁舎　保健センター２階）　期間　２月27日（月）～３月15日（水）

⑤平成28年中に支払った所得控除の分かるもの
　●社会保険料控除
　　・健康保険税（料）などの支払額が分かるもの
　　・国民年金の保険料控除証明書
　●生命保険および地震保険料控除
　　・保険料支払証明書
　●医療費控除
　　・支払った医療費の領収書
　　・保険などで補てんされる金額の証明書
　　・�紙オムツ購入費は、医師等の証明書および領

収書
　　・介護保険利用料の専用領収書
　●配偶者特別控除
　　・�配偶者の１年間の収入が分かる源泉徴収票な

ど
　●障害者控除
　　・�身体障害者手帳など（要介護認定者の障害者

控除については、町長の証明書が必要です）
　●雑損控除
　　・り災、被災証明
　　・�被害を受けた家屋などの所有者、取得時期、

取得価格、面積の分かるもの
　　・�被害を受けた家財などの取得時期、価格の分

かるもの
　　・�修繕費、取壊し費用、除却費用などが分かる

もの
　●住宅借入金等特別控除
　　・住民票の写し
　　・土地や家屋の登記簿謄本
　　・�土地や家屋の取得価格がわかる売買契約書の

写し
　　・�土地や家屋の取得にかかる借入金の年末残高

証明書
　　　�なお、認定長期優良住宅を新築された人や増

改築をされた人は、他に次の書類が必要とな
ります。

　　・長期優良住宅建築計画の認定通知書（写し）
　　・住宅用家屋証明書（原本もしくは写し）

　確定申告が必要な人
　平成29年１月１日現在で琴浦町内にお住まいで
次の事項に当てはまる人は確定申告が必要です。
　①�事業（農業、営業など）や不動産（家賃など）
の所得のある人

　②給与を２カ所以上から受けている人
　③給与以外の所得がある人
　④公的年金以外の所得がある人
　　※�公的年金収入が400万円以下でその他の所得

が20万円以下の場合は確定申告の必要はあ
りませんが、住民税申告は必要です。

　　※�公的年金以外に収入のない人で、65歳未満
で収入金額が98万円以下の人および65歳以
上で148万円以下の人（平成29年１月１日
現在）は申告の必要はありません。

　⑤�年末調整（年金の現況届け）で扶養を付け忘れ
た人

　⑥保険の満期などにより所得があった人
　⑦土地や建物を譲渡した人
　⑧�雑損控除、住宅ローン控除、医療費控除などの
控除を受ける人

　⑨確定申告により、所得税の還付を受ける人

　確定申告に必要なもの
①平成28年中の所得の分かるもの
　●�給与や公的年金の源泉徴収表、農業や営業など
の収支内訳書および領収書、個人年金や保険満
期などの支払証明書

②マイナンバーカード
　�　マイナンバーカードをお持ちでない人は、マイ
ナンバーの確認できるもの（通知カードまたは住
民票の写し（マイナンバーの記載のあるもの））
と記載したマイナンバーの持ち主であることを確
認できる書類（運転免許証、パスポート、身体障
害者手帳などのうちいずれか１つ）が必要となり
ます。
③印鑑
④�納税や還付金の受け取りを口座振替にする人は、
本人名義の口座番号の分かるもの
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確定申告　正しい申告と納税は期間内に！　所得税と住民税について
　給与や年金の収入額により、所得税、住民税の取
扱いが異なります。
所　得　税
　●給与収入（給与収入のみの場合）
　　�　給与収入の年収が103万円以下の場合には、
給与所得控除額（最低65万円）を差し引いた
額が基礎控除の額（38万円）以下となり、所
得税はかかりません。また、配偶者控除を受け
ることもできます。

　●公的年金収入（公的年金収入のみの場合）
　　�　平成29年１月１日現在、65歳未満で収入金
額が108万円以下の場合には、年金所得の控除
額（最低70万円）を差し引いた額が基礎控除
の額（38万円）以下となり、所得税はかかり
ません。また、65歳以上で158万円以下の場
合には、年金所得の控除額（最低120万円）を
差し引いた額が基礎控除の額（38万円）以下
となり、所得税はかかりません。

住　民　税
　給与や年金の所得の計算方法は所得税と同じです。
　●給与収入（給与収入のみの場合）
　　�　収入が93万円以下の場合は、給与所得の金
額が住民税の非課税限度額以下となるため、住
民税はかかりません。

　●公的年金収入（年金収入のみの場合）
　　�　平成29年１月１日現在、65歳未満で収入金
額が98万円以下の人、また65歳以上で148万
円以下の場合には、年金所得（雑所得）の金額
が住民税の非課税限度額以下となるため、住民
税はかかりません。

所得税と住民税の課税基準

収入金額 配偶者控除
自分自身に

所得税が 住民税が

給
与
収
入

93万円未満
受けられる かからない

かからない

103万円未満
かかる

103万円超 受けられない かかる

年
金
収
入

65
歳
未
満

98万円未満
受けられる かからない

かからない

108万円未満
かかる

108万円超 受けられない かかる

65
歳
以
上

148万円未満
受けられる かからない

かからない

158万円未満
かかる

158万円超 受けられない かかる

　所得がなくても住民税申告が必要
　「所得税がかからないから、申告に行く必要はない」
とは限りません。所得税と住民税とでは、控除額に
差があるため控除後の額に住民税の所得割がかかる
場合があります。基礎控除以外の控除は、申告によっ
て対象となりますので、住民税申告をお勧めします。
　また、平成28年中に所得のなかった人でも、公
営住宅や保育園、年金、国民健康保険税、児童手当
など、各種手続きには税務証明書の添付が必要とな
ります。
　申告をされないと証明書の交付ができない場合が
あります。証明書の交付を受けるためにも、必ず申
告をしておきましょう。

　申告はインターネットが便利
　町では、パソコンによる確定申告書の作成など、
電子申告のサポートを行います。利用を希望される
人は、あらかじめ税務課へお申し込みください。
　電子申告には住民基本台帳カードまたは個人番号
カードが必要です。個人番号カード取得に関する問い
合わせは町民生活課（ 52-1704）へお願いします。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告等作成コー
ナー」を利用するとカードは不要です。
　詳しくは、税務課へお問い合わせください。
　税務課　 52-1702

　申告会場での手順
　申告をされる人は、事前に必要な書類を整理して
ご持参ください。必要な書類が不足している時は、
再度準備していただく必要があります。
　また、事業の収支内訳書の作成、医療費の集計を
事前にお願いします。
※�収支内訳書の記入・医療費の集計の出来た人から
受付順にお呼びします。
※�今年から利用者識別番号の登録が必要になりまし
たので、受付時に登録を行います。以前登録され
たことがある場合は、番号の分かるものを持参し
てください。

●期　　間　２月 16日（木）～３月 15日（水）
●相談時間　９:00～17:00（受付は 16:00 まで）
●会　　場　倉吉税務署（倉吉体育文化会館
　　　　　　での相談は行っていません。）
●問合せ先
　倉吉税務署（TEL0858-26-2721）
　（音声ガイダンスに従い、番号を選択してください。）

【税務署からの確定申告会場のお知らせ】
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二十歳　大人の仲間入り　平成29年琴浦町成人式
　

平
成

29
年
琴
浦
町
成
人
式

を
1
月
3
日
に
カ
ウ
ベ

ル
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
８
８
人
の
新
成
人
の

う
ち
１
５
２
人
が
出
席
し
、
会
場

は
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
が
、
友
人
と
の
久
々
の
再
会
を

喜
ぶ
声
と
活
気
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
白
鳳
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
新
春
の

お
め
で
た
い
雰
囲
気
の
中
で
の
開
式
と
な

り
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
山
本
祐
久
さ
ん
（
八
橋
）
が
町

民
憲
章
を
朗
読
し
、明
石
み
な
み
さ
ん（
八

橋
）
が
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
や
来
賓
か
ら
は
、「
新
成

人
の
皆
様
の
故
郷
で

あ
る
こ
の
琴
浦
町
で

就
職
や
結
婚
を
し

て
、
ぜ
ひ
琴
浦
町
を

盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
お
祝
い
と
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
福
本
力
さ
ん
（
出
上
）
が
「
夢
や
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
つ
ま
ず

い
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
事
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
ま
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
生

か
し
、
夢
に
向
か
っ
て
日
々
成
長
し
続
け

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
二
十
歳
の
決
意

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
第
２
部
の
青
年
の
集
い
で
は
、
中

学
卒
業
当
時
の
担
任
の
先
生
か
ら
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懐

か
し
い
先
生
の
言
葉
に
、
新
成
人
た
ち
は

ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
で
応
え
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
琴
浦
町
青
年
団
に
よ
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
は
、
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

ご
と
に
カ
ー
ド
を
手
に
し
た
新
成
人
か
ら

歓
声
が
あ
が
り
、
盛
大
な
成
人
式
と
な
り

ま
し
た
。

町民憲章朗読
山本さん

記念品授与　明石さん

決意表明　福本さん
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新たな「大人のスタート」を後押し！　琴浦成人＋５式（25歳）

新しい教育委員に佐伯健二さんが就任 消防ポンプ車を更新しました

琴浦町消防団出初式　防災への誓いを新たに一斉放水

　

今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
る

「
琴
浦
成
人
＋
５
式
」
を
１
月
２
日
、

東
伯
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
25
歳
を
迎
え
る

町
内
の
在
住
者
や
出
身
者
を
対
象

に
、
地
元
を
離
れ
て
疎
遠
に
な
っ
た

同
級
生
と
の
絆
を
深
め
、
故
郷
を
振

り
返
る
機
会
と
す
る
た
め
に
開
催
し

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
58
人
が
出
席
し
、
友
人
と

の
久
々
の
再
会
を
喜
ぶ
声
と
活
気
で

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
は
、
鳴
り
石
の
浜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
上
田
啓
悟
氏
の
講
演

や
、
参
加
者
に
よ
る
近
況
報
告
の
ほ

か
、
ク
イ
ズ
大
会
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
心
温
ま
る
式

と
な
り
ま
し
た
。

　

前
教
育
委
員
の
高
塚
良
平
さ
ん

（
湯
坂
）
が
退
任
さ
れ
、
後
任
と
し

て
佐
伯
健
二
さ
ん
（
仲
之
町
）
が
新

し
く
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
10
月
26
日
ま
で
で

す
。

　

佐
伯
さ
ん
に
は
、
琴
浦
町
の
教
育

を
は
じ
め
、
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く

り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

琴
浦
町
消
防
団
第
５
分
団
（
上
法

万
）
の
消
防
ポ
ン
プ
車
が
19
年
ぶ
り

に
更
新
さ
れ
、
12
月
11
日
に
入
魂
式

が
厳
か
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
ポ
ン
プ
車
の
使
い

始
め
と
し
て
放
水
を
行
い
、
第
５
分

団
の
団
員
は
地
域
防
災
の
中
心
と
し

て
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

琴
浦
町
消
防
団
出
初
式
を
１
月
８

日
、
東
伯
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
「
本
町
で
は

災
害
発
生
時
な
ど
、
防
災
関
係
機
関

が
連
携
し
ス
ム
ー
ズ
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

琴
浦
町
消
防
団
の
門
脇
団
長
が

「
消
防
技
術
の
向
上
の
ほ
か
、
心
肺

そ
生
や
応
急
救
護
が
で
き
る
よ
う
に

研
修
を
行
い
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
対
応
で
き
る
消
防
団

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
訓
示
を
し

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
無
火
災
を
願
い
、

下
伊
勢
堤
で
消
防
ポ
ン
プ
10
台
に
よ

る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

再会を喜ぶ参加者たち

からし入りのシュークリームを食べて
いるのは誰？（ゲーム大会の様子）

近況を語る坂本早紀さん（左側）
福井有紀さん（右側）

この会を企画した実行委員会の皆さん
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　11月29日に行った定期監査の結果に対する回答を12月28日、町長より監査委員へ次のとおり行いました。

注意事項 回答（対応）方針
①鳥取県中部地震関係 り災（被災）証明の申請受付、現地調査ともに各課に動員をかけ、全庁の取り組みと

しています。なお、各施設の安全確認などについては、それぞれ所管課で対応するよ
うに指示しています。

②�各課が保管する通帳
の安全確保

各課で管理している通帳の管理状況調査を実施しました。今後は、保管方法などにつ
いて検討し、事故や事件の防止を図ります。

③備品台帳 備品台帳への記載については、適切に実施するよう会計管理者および各部局の物品取
扱主任に指導します。また、年１回調査基準日を定めて、物品と台帳の照合を行います。

④備品購入の時期 ５月を目処に速やかに契約の完了および物品の納入を行います。
⑤職員研修 県外研修を受講した職員を講師として研修を実施することや全職員に共通する内容に

ついては、費用対効果を考慮しながら講師派遣の研修について検討します。
⑥�戸籍住民登録、児童
手当、児童扶養手当
の業務連携

児童手当については既に連携が図られており、児童扶養手当については連携が密にな
るよう改善しました。結婚・離婚届時に手渡す各種手続きのチェックシートについて
は改善します。

⑦�がんばる地域プラン
事業（イオンなどに
おける物産フェア）

年に１度関係機関で協議の場を設け、フェアはもちろん、事業全体の検証を行ってい
ます。なお、各種フェアについては、来年度も開催予定としていますが、内容、時期
などを整理しながら、民活に移行していくのが望ましいと考えます。

⑧�水道料金の滞納につ
いて

悪質な滞納者に対しては、強制執行の前段である裁判所への支払督促の申立てを検討
していきます。

※監査結果および監査結果に対する回答の詳細については、琴浦町のホームページでご覧いただけます。
　問合せ先　総務課　 52-2111

監査結果に対しての回答

鳥取県中部地震　差し伸べられる支援の手　防災器具寄贈・災害義援金贈呈

大学生からみる琴浦町　鳥取大学「地域調査実習」報告会の開催

　

町
内
で
操

業
す
る
旭
東

電
気
株
式
会

社
か
ら
町
へ

12
月
21
日
、

防
災
器
具
が

寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の

器
具
は
地
震
を
感
知
す
る
と
通
電

を
止
め
る
コ
ン
セ
ン
ト
で
、
地
震

で
倒
れ
た
家
電
か
ら
の
火
災
な
ど

を
防
止
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
町
内
こ
ど

も
園
な
ど
で
使
用
し
、
地
震
時
に

園
児
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
企
業
・
団
体
か

ら
は
災
害
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
ア
サ
ヒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

・
株
式
会
社
桑
本
総
合
設
計

・
創
賢
倶
楽
部

・
山
陰
合
同
銀
行

・
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金

・
か
っ
さ
ま
楽
団

・�

鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
信
用
金
庫　

役
職
員
一
同

・
あ
ぐ
り
ポ
ー
ト
琴
浦

・
湖
東
定
住
自
立
圏
推
進
協
議
会

　

鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
政
策

学
科
の
学
生
が
、「
地
域
調
査
実

習
」
と
し
て
１
年
間
、
大
き
く
５

つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
琴
浦
町

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
実
習
成
果
を
、
学

生
自
身
が
地
域
の
皆
様
に
報
告
し

ま
す
。

と　
　

き　

２
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

役
場
分
庁
舎
２
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

主　
　

催　

鳥
取
大
学
地
域
学
部

　
　
　
　
　

地
域
政
策
学
科

参
加
費　

無
料

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

55
─

７
８
０
２

　

�

鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
政
策

学
科

　

０
８
５
７
─

31
─

５
１
５
７
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八　橋　地　区 町住上伊勢団地 安 田 　 智 裕 西 仲 町 中 島 　 　 実
八橋１区代表区長 山 内 　 　 茂 中 尾 前 田 　 正 秀 西 町 中 西 　 鉄 夫
八 橋 １ 区 東 田 中 　 博 道 伊 勢 野 山 脇 　 博 美 八 幡 町 松 田 　 廣 行
八 橋 １ 区 中 天 野 　 辰 夫 槻 下 大 区 長 山 﨑 　 　 肇 地 蔵 町 井 木 　 　 裕
八 橋 １ 区 西 市 本 　 　 隆 槻 下 中 村 盛 山 　 直 也 大 山 町 坂 本 　 繁 紀
八 橋 ２ 区 清 水 　 繁 行 斉 尾 山 崎 　 晴 美 牧 場 鈴 木 　 順 平
八 橋 ３ 区 押 本 　 昌 幸 二 軒 屋 坂 本 　 尚 樹 西 地 蔵 町 天 野 　 雄 司
八 橋 ４ 区 清 水 　 重 行 斉 尾 団 地 石 川 　 　 誠 駅 前 通 り 住 　 　 久 光
八 橋 ５ 区 加 藤 　 洋 一 槻 下 北 団 地 谷 束 　 定 則 花 見 町 三 好 　 秀 康
八 橋 ６ 区 榎 原 浩 一 郎 槻 下 南 団 地 福 元 　 　 裕 上 赤 碕 伊 藤 　 英 之
八 橋 ７ 区 原 田 　 孝 徳 金 屋 三 嶋 　 新 二 松 ヶ 丘 西 脇 　 　 馨
岩 本 岩 本 　 智 弘 下　郷　地　区 船 望 台 福 田 　 弘 子
笠 見 戸 田 　 　 進 下 大 江 丸 山 　 研 一 扇 町 山 根 　 　 功
田 越 河 本 　 洋 二 松 井 川 上 　 淳 一 き ら り 町 林 原 　 伸 生
保 大 区 長 桑 本 　 賢 治 杉 下 江 田 　 靖 雄 き ら り 住 宅 桝 田 　 繁 人
保 １ 区 竹 中 　 孝 浩 平 和 辻 本 　 公 洋 成　美　地　区
保 ２ 区 川 㟢 　 晋 吾 森 藤 河 本 　 文 南 出 上 山 本 　 邦 彦
保 ３ 区 田 中 　 英 幸 上 光 好 杉 島 幸 三 郎 出 上 １ 区 福 本 　 高 博
丸 尾 榎 田 　 勝 充 下 光 好 渡 辺 　 清 和 出 上 ２ 区 福 本 　 義 郎
徳 万 区 小 倉 　 照 美 上 釛 川 本 　 光 俊 出 上 ４ 区 浅 田 　 義 彰
大 成 押 本 　 政 朗 釛 吉 田 　 秀 美 出 上 ５ 区 前 田 　 　 譲
一 里 松 乗 本 　 久 美 　美 好 藤 本 　 広 信 出 上 ６ 区 福 本 　 輝 夫
寿 団 地 谷 口 　 　 勉 三 保 松 本 　 厚 志 東 山 区 森 　 　 信 美
コーポラスことうら 竹 内 　 暁 史 倉 坂 山 根 　 寿 一 桜 ヶ 丘 澤 田 　 明 則
立 石 区 寺 﨑 　 　 賢 上　郷　地　区 東 桜 ヶ 丘 森 　 　 良 治
ガーデンヒルズ 清 水 　 雅 彦 公 文 小 　 　 毅 上 野 西 村 　 敦 郎
大 灘 団 地 大 田 　 博 人 山 田 平 野 　 一 彰 緑 玉 木 　 　 輯
み ど り 園 尾 古 　 俊 文 大 杉 池 山 　 幸 夫 水 口 今 藤 　 郁 夫
特 老 み ど り 園 坂 本 　 文 秋 福 永 倉 本 　 　 稔 大 石 大 本 　 裕 之
とうはくハイツ 定 常 　 竜 也 野 田 源 内 　 文 夫 今 在 家 大 石 　 久 司

浦　安　地　区 古　布　庄　地　区 分 乗 寺 池 信 　 良 治
逢 束 大 区 長 藤 本 　 則 明 野 井 倉 田 中 　 実 雄 佐 崎 財 賀 　 　 悟
逢 束 １ 区 松 本 　 純 一 中 津 原 耳 井 　 　 隆 上 中 村 北 野 　 　 隆
逢 束 ２ 区 田 口 　 博 文 上 三 本 杉 坂 根 　 宏 和 下 中 村 小 谷 　 竹 彦
逢 束 ３ 区 中 原 　 俊 策 下 三 本 杉 幅 田 信 一 郎 太 一 垣 足 立 　 康 一
逢 束 ４ 区 橋 本 　 義 男 別 宮 定 常 　 昭 利 国 主 山 㟢 　 康 浩
逢 束 ５ 区 米 原 　 　 悟 古 長 生 田 　 明 博 城 山 木 山 　 　 勝
逢 束 ６ 区 高 松 　 忠 夫 矢 下 山 本 　 恵 郁 安　田　地　区
逢 束 ７ 区 天 野 　 和 治 宮 場 川 本 　 誠 司 箆 津 倉 長 　 邦 彦
浦 安 大 区 長 吉 岡 　 　 正 八 反 田 横 山 　 政 美 坂 ノ 上 高 塚 　 壽 教
浦 安 １ 区 生 田 　 　 充 上 法 万 横 山 　 勝 彦 下 市 河 合 　 栄 昌
浦 安2 ・ 3区 徳 川 　 直 道 下 法 万 川 本 　 成 人 向 原 永 田 　 勝 範
浦 安 ４ 区 竹 田 　 　 勉 杉 地 中 原 　 成 文 湯 坂 高 塚 　 　 覚
浦 安 ５ 区 西 本 　 清 一 赤　碕　地　区 光 眞 山 　 洋 士
浦 安 ６ 区 帯 刀 　 利 明 朝 日 町 椎 本 　 敬 博 尾 張 石 賀 　 郁 朗
浦 安 ７ 区 山 下 　 厚 子 別 所 入 江 　 　 敏 梅 田 山 下 　 一 広
浦 安 ８ 区 谷 口 　 厚 史 朝 日 ヶ 丘 山 辺 　 薫 明 以　西　地　区
浦 安 ９ 区 吉 田 　 浩 二 亀 崎 町 片 桐 　 和 実 竹 内 小 川 　 達 也
浦 安 � 10� 区 福 田 　 　 博 港 町 和 田 　 　 實 赤 碕 金 屋 橋 井 　 洋 一
浦 安 � 11� 区 吉 元 　 博 司 東 三 軒 屋 濱 垣 　 益 夫 宮 木 田 中 　 孝 枝
下 伊 勢 東 山 田 　 博 義 三 軒 屋 綿 田 　 　 仁 大 熊 御 㟢 　 隆 人
下伊勢西大区長 福 本 ま り 子 塩 屋 町 北 山 　 達 也 国 実 川 上 　 和 則
下 伊 勢 西 １ 区 山 田 修 一 郎 荒 神 町 竹 森 　 　 毅 大 父 河 上 　 幸 徳
下 伊 勢 西 ２ 区 山 田 　 篤 司 南 荒 神 町 片 上 　 栄 作 平 田 ヶ 平 杉 永 　 一 厳
下 伊 勢 西 ３ 区 谷 田 　 孝 博 東 町 田 中 　 茂 生 大 父 木 地 小 椋 　 　 剛
下 伊 勢 西 ４ 区 藤 本 　 憲 明 仲 之 町 堀 江 　 邦 敏 山 川 那 須 　 輝 男
上 伊 勢 池 本 　 　 節 本 町 入 江 　 敏 朗 山 川 木 地 小 椋 　 正 和
※区長会のお知らせ
　各部落に対して町からのお知らせ事項などをお伝えするため、下記のとおり区長会を開催しますので、お手数ですが
区長の皆様はご出席ください。
と　き　２月９日（木）19:00～　　ところ　まなびタウンとうはく多目的ホール
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平成29年部落区長のご紹介　～１年間お世話になります～
（敬称略）



有
害
が
有
益
に
変
わ
る
と
き

�

高
橋　

龍
太　

隊
員

　

ジ
ビ
エ
料
理
の
代
表
と
言
え
ば
「
ボ
タ
ン
鍋
」
で
し
ょ
う

か
？

　

猪
は
冬
の
寒
さ
に
備
え
る
た
め
、
餌
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

体
に
脂
肪
を
蓄
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
の
肉
が
１
番
脂
が

の
っ
て
美
味
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
（
夏
も
美
味
し
い
で
す
が

さ
ら
に
）。

　

今
冬
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ビ
エ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
上
郷
地
区
メ
ン
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
角
煮
＆
蒸
し
ハ
ム
、

鳴
り
石
Ｂ
Ａ
Ｒ
コ
ラ
ボ
で
ロ
ー
ス
カ
ツ
や
香
草
焼
・
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
な
ど
７
品
、
以
西
軽
ト
ラ
市
で
ピ
ザ
、
各
種

忘
年
会
で
鍋
な
ど
、
県
外
へ
飛
ん
で
広
島
県
や
香
川
県
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
ボ
タ
ン
鍋
を
コ
ラ
ボ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
炊

き
出
し
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
鳥
取
県
中
部

震
災
の
復
興
支
援
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
琴
浦
町
の
猪
の
活
躍
で
す
。
田
畑
を
荒

ら
す
こ
と
か
ら
「
有
害
鳥
獣
」
と
呼
ば
れ
、
捕
獲
す
る
動
き

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
視
点
を
変
え
て
命
を
美
味
し
く
い
た

だ
く
こ
と
で
、
有
益
な

存
在
に
も
な
り
得
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

有
害
が
有
益
に
変
わ
る

と
き
、
有
害
鳥
獣
の
見

方
が
変
わ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

このコーナーは、地域から寄せられた依
頼にもとづいて、地域おこし協力隊員た
ちが野にはなたれ、世のため、人のため、
琴浦町を中心に、この世のあらゆる事ど
もを徹底的に追求するコーナーである。

地域おこし協力隊活動日誌vol.10
毎月シリーズで、
隊員たちの日常をお届けします。

協力隊！
じゃナイトスクープ

テッテッテ
レ♪

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　

虐
待
は
、
重
大
な
権
利
侵
害
で
あ
り
、
１
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
、
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
第
１
歩
と
な
り
ま
す
。

　

虐
待
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

　

ま
た
、
虐
待
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
認
識
が
な
い
場
合
や
虐
待
を
受
け
て
い

る
人
も
虐
待
だ
と
認
識
で
き
な
い
、
被
害
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
考
え
こ
ま
な
い
で

　

虐
待
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
個
人

や
家
族
だ
け
で
問
題
を
抱
え
こ
ま
な
い
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虐
待
を
見
つ
け
た
ら
速
や
か
に
通
報
を
！

　

早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
、
受
け
て
い
る
人
の
問
題
解

決
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
・
通
報
・
問
合
せ
先　

　

福
祉
あ
ん
し
ん
課　

52
─

１
７
０
６　

52
─

１
５
２
４

こんなことは虐待です

身体的虐待

たたく、蹴る、つねるな
どの暴力。閉じ込める、
身体をイスやベッドに
縛りつけるなど。

性的虐待 性的な嫌がらせや強要
など。

心理的虐待

怒鳴る、ののしる、侮辱
などの言葉や拒絶的な
態度、無視、嫌がらせを
するなど。

放棄・放任
（ネグレクト）

食事や排泄、入浴、洗濯
など世話や介助をしな
い。必要な福祉サービ
スや医療を受けさせな
い、必要な薬を飲ませ
ないなど。

経済的虐待

必要なお金を渡さな
い。年金や預金を取り
上げて本人に無断で使
用するなど。

─ 

シ
リ
ー
ズ
福
祉 

─

ボタン鍋
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新しい友だちとクリスマスを祝う

　私と夫は12月に、まなびタウンとうはくでクリ
スマスイベントを楽しみました。私たちは琴浦国際
交流協会の一員となり、地域の人たちとクリスマス
ケーキを作りました。大山乳業の代表者の２人が、
始めにお手本を見せてくださいました。その後、初
対面の人たちと小さなグループを作り、作業をしな
がら楽しく話しました。みんながケーキを作り終
えてから、座って一緒にケーキを食べました。アメ
リカのケーキとは随分違いましたが、とても美味し
かったです。ケーキを食べてから、クリスマスの歌
を歌い、プレゼントを交換しました。とても楽しい
時を過ごしました。
　これから、この協会の人たちと、もっとたくさん
の行事をすることが楽しみです。

Celebrating Christmas with
New Friends

　In December, my husband and I enjoyed a 
Christmas event at Manabi Town in Tohaku. 
We joined the Kotoura International Exchange 
Association and made Christmas cakes with other 
members of the community. Two representatives of 
Daisen White Rose Milk gave a demonstration first. 
We made small groups with people we didn’t know 
and had fun talking together as we worked. After 
everyone had finished making the cakes, we sat down 
and ate them together! I thought the cakes were 
delicious; they were very different from American 
cake. When we were done eating, sang a Christmas 
song and exchanged presents. I had a wonderful time, 
and I’m looking forward to more events with this 
group!

From　Haley�Roske
　　　 文╱ヘイリー・ロスキー
　　　　　（赤碕中学校英語指導助手）

あなたのストレス大丈夫？
現
代
社
会
で
は
半
数
以
上
の
人
が

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
も
言
わ
れ

る
現
代
で
は
、
15
～
74
歳
の
う

ち
56
・
４
％
の
人
が｢

日
頃
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る｣

と
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
は
目
に
見
え
な
い
分
、

厄
介
な
問
題
で
す
。

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
も
た
ら
す

体
に
現
れ
る
不
調

頭
痛
、
肩
こ
り
、
下
痢
、

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
円
形

脱
毛
症
な
ど

心
に
現
れ
る
症
状

不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
、
気
分
の

落
ち
込
み
、
不
眠
、
う
つ
病

な
ど

行
動
に
現
れ
る
症
状

　

�

飲
酒
量
の
増
加
、
喫
煙
本

数
の
増
加
、
過
食
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣

の
乱
れ
が
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
や
悪
化
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ス
ト
レ
ス
が
高
血
圧

や
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
危
険

因
子
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

ス
ト
レ
ス
へ
の

抵
抗
力
を
つ
け
よ
う

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
は
、
体

調
の
変
化
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま

す
。
体
調
管
理
を
き
ち
ん
と
行
い

ま
し
ょ
う
。

心
掛
け
る
こ
と

　

充
分
な
睡
眠
と
休
養
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
、適
度
な
運
動
、

規
則
正
し
い
生
活
な
ど

自
分
に
合
っ
た
方
法
で

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う

た
め
に
は
、
自
分
な
り
の
ス
ト
レ

ス
解
消
法
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
法
の
い
ろ
い
ろ

・�

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ゴ
ル
フ
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

・
就
寝
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ

・�

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
料
理
な
ど
の

創
作
活
動

・
旅
行
を
楽
し
む　
　
　
　

な
ど

　

楽
し
い
と
感
じ
て
出
来
る
こ
と

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

さらば！生活習
慣病

その５　ストレ
ス

シリーズ
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申 込 ・ 問 合 せ 先

総合体育館　 52-2047　　農業者トレーニングセンター　 55-2707

のお知らせ
町民体力づくりスポレク祭

と　　き　２月19日（日）９:00～（開会式）
と こ ろ　農業者トレーニングセンター
種　　目　スポンジテニス（６人１チーム）
参 加 料　無料
参加資格　町民・町内勤務者（初心者大歓迎）
申込締切　２月７日（火）

小学生すもう教室
　心と体を鍛えませんか。基本から指導します。
と　　き　２月22日～３月29日までの
　　　　　毎週水曜日（全６回）18:00～19:30
と こ ろ　東伯武道館（東伯中学校プール西側）
対　　象　小学生
参 加 料　無料
申込締切　２月17日（金）

琴浦町卓球大会
と　　き　３月５日（日）９:00～（開会式）
と こ ろ　農業者トレーニングセンター
種　　目　
　団体戦　一般の部・交流の部（１チーム７人）
　個人戦　・小学校２年生以下・小学校３年生
　　　　　・小学校４年生・小学校５年生
　　　　　・小学校６年生・50歳以上の部（男女別）
参加資格　小学生以上の町民、町内勤務者
申込締切　２月23日（木）17:00
代表者会議・抽選会（団体戦のみ）
　２月27日（月）19:00～　総合体育館

総合体育館トレーニングルームで 
健康づくり、はじめませんか？

　東伯総合体育館のトレーニングルームが、より使
いやすく、みんなが快適に、より楽しく、ずっと続
けて運動できる環境に生まれ変わりました！
　自分にあった時間に、自分のペースでトレーニン
グができます。初心者から本格的なトレーニングを
したい人まで、トレーナーが適切に指導します。
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スポーツ

掛け金・保障内容

対象となる団体 年間掛金
（１人あたり）

傷　害　保　険（保険金額）

死亡 後遺症害
（最高）

入院
（日額）

通院
（日額）

こども　（中学生以下）
800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

文化・ボランティア・地域活動　（16歳以上）
大人のスポーツ（高校生以上64歳以下） 1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
65歳以上のスポーツ活動 1,200円 　600万円 　900万円 1,800円 1,000円
危険度の高いスポーツ活動 11,000円 　500万円 　750万円 1,800円 1,000円
・賠償責任保険（免責金額なし）　対人・対物賠償合算　１事故５億円（対人賠償は、１人１億円限度）
・突然死葬祭費用保険　　　　　　突然死（急性心不全・脳内出血など）、葬祭費用　支払い限度額180万円

スポーツ安全協会鳥取県支部（鳥取市東町1-220） 0857-26-7802

体育施設一般利用受付
　平成29年度に各種大会や行事などで、町内の体
育施設を使用される場合の受付を行います。
受 付 日　２月１日（水）～
使用期間　４月１日（土）～

平成30年３月31日（土）
対象施設　東伯総合公園各施設（総合体育館含む）、
　赤碕総合運動公園各施設、東伯・赤碕武道館、
　�農業者トレーニングセンター、平岩記念会館、
　東伯・赤碕勤労者体育センター、聖郷運動広場、
　各小・中学校体育館及びグラウンド
申�込方法　総合体育館または農業者トレーニングセ
ンターに連絡後、申請書を提出

琴浦町体育協会表彰式
　平成28年中に、本町の体育やスポーツ振興に功
績のあった人や団体を対象に表彰を行います。
と　　き　２月26日（日）10:00～
と こ ろ　まなびタウンとうはく多目的ホール

目指せ、東京オリンピック！ 
アーチェリー教室

　アーチェリーを基礎から教えます。
と　　き　２月18日～３月18日までの
　　　　　毎週土曜日　９:30～11:30
と こ ろ　総合体育館（武道室）
対　　象　小学校５年生以上
定　　員　20名（先着）
参 加 費　1,000円（保険代）
持 ち 物　飲物・タオル・帽子
申込締切　２月15日（水）

入って安心「スポーツ安全保険」 
スポーツ・文化・ボランティア活動に最適！

　スポーツなどの団体活動中の怪我などを保障す
る、スポーツ安全保険の平成29年度加入手続きの
申込を受け付けます。スポーツだけでなく、ボラン
ティア活動や老人クラブ活動など、幅広い団体活動
での事故などに対応した保険です。

対　　象　４人以上の団体
保険期間　４月１日（土）～平成30年３月31日（土）
適用範囲　グループ活動中や、往復中の事故
そ の 他　�複数の団体で活動している人は、団体ご

とに加入してください。
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このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

「新春　囲碁・将棋大会」

子育てサポート活動
Step-by-Step

浦安地区公民館

安田地区公民館

以西地区公民館

下郷地区公民館

ENJOY�SKIING�in�大山�

「まちの保健室・栄養講座」

　新春恒例の盤上の熱き戦いに参加しませんか。
小学生、中学生の参加も大歓迎です。

と　　き　２月11日（土・祝）９:30～16:00
と こ ろ　浦安地区公民館
参 加 費　無料　
申込・問合せ先　浦安地区公民館　 52-2796

　町内はもちろん子育て中のご家庭でしたら、ど
なたでも参加していただけます。
　元保育士さんたちと、楽しく活動していますの
で、ぜひお越しください。

とき・内容　毎月第４水曜日　９:30～11:30
　　　　　　２月22日　お雛さまおりがみ
　　　　　　３月22日　春みつけ（雨の場合は新聞遊び）
と こ ろ　　安田地区公民館
参 加 費　　大人ひとり100円
問合せ先　　安田地区公民館　 55-1848

　「スキーするのはじめてだけど…」「何年ぶりだ
ろう…」「久しぶりにやってみるか…」などなど、
いろいろな参加者を募集します。

と　　き　２月12日（日）７:00～
集合場所　以西地区公民館駐車場
参 加 費　１人/300円（保険代含む）
　　　　　※レンタル料・リフト代・昼食代は別途
　　　　　　個人負担
定　　員　40名
対 象 者　以西地区住民
　　　　　（小学３年生以下は保護者同伴）
そ の 他　後日配布するチラシをご覧ください
申込・問合せ先　以西地区公民館
　　　　　　　　 55-7550

　まちの保健室は、自分の健康について振り返っ
たり、相談したりできる場所です。
　今回は、栄養講座と同時開催です。お誘い合わ
せてご参加ください。

と　　き　２月25日（土）９:30～12:00
と こ ろ　下郷地区公民館
参 加 費　無料　※料理教室に参加する人は300円
内　　容　�健康チェックと個別相談、栄養士によ

る講話、調理実習、会食など
申　　込　事前申込は不要
　　　　　※料理教室に参加する人は、
　　　　　　２月16日（木）までに下記へ申込
申込・問合せ先　
　下郷地区公民館
　 53-1886
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このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
相
談
は
多
く
寄

せ
ら
れ
、
60
歳
代
以
上
か
ら
の
相
談
も

増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
請
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
自
分
で
解

決
し
よ
う
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
を
す
る
う
ち
に
悪
質
な
探
偵
業
者

に
た
ど
り
つ
き
、
２
次
被
害
に
あ
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

中
部
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

22
─

３
０
０
０

　

町
民
生
活
課　

52
─

１
７
０
７

事　

例

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
い
た

ら
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
突
然
登
録
に

な
っ
た
の
で
、「
誤
作
動
の
人
は
こ
ち

ら
」
と
あ
っ
た
連
絡
先
に
電
話
を
し
た

と
こ
ろ
、
15
万
円
を
請
求
さ
れ
て
支

払
っ
た
。

　

不
安
に
な
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
た
無
料
相
談
窓
口
の
「
消
費
者
相

談
セ
ン
タ
ー
」に
電
話
を
か
け
た
ら「
返

金
可
能
で
、
今
後
の
請
求
や
個
人
情
報

の
流
出
を
と
め
る
」
と
言
わ
れ
８
万
円

を
請
求
さ
れ
た
が
、
焦
っ
て
い
た
の
で

支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
相
談
先
が
公
的
機
関
で
は

な
く
探
偵
だ
と
分
か
っ
た
た
め
キ
ャ
ン

セ
ル
を
申
し
出
る
と
、
高
額
な
解
約
手

数
料
を
請
求
さ
れ
た
。

対　

策

①�

相
談
先
が
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
か
ど
う
か
を
、
し
っ
か
り

確
認
を
す
る

②�

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
は
慌

て
て「
連
絡
し
な
い
」「
支
払
わ
な
い
」

③�

探
偵
業
者
が
行
う
の
は
「
調
査
」
で
、

そ
の
結
果
は
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
必
ず

し
も
役
立
つ
も
の
で
は
な
い

④�

弁
護
士
な
ど
の
資
格
が
な
け
れ
ば
、

返
金
交
渉
は
行
え
な
い

　町全体で取り組んでいる「ことうら10秒の愛」について、
シリーズで紹介し、子育てについて考えていきます。

～やさしさの貯金～

▶︎10秒の愛って？
　この言葉は、忙しい毎日の中で忘れがちな子どもとのふれあいについて、
10秒ほどのささやかな時間でも「それぞれの家庭にあったやり方で、毎日、
子どもと向き合う時間を作ろう」という子育ての合言葉です。

広
げ
よ
う　

こ
と
う
ら�

「
10
秒
の
愛
」

　

実
行
委
員
に
な
っ
て
３
年
。
久
し
ぶ
り
に

ゆ
っ
く
り
と
仲
島
先
生
の
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で｢

早
く
し
て
！｣

「
今

す
ぐ
に
」
な
ど
と
言
う
母
の
言
葉
に
、「
少

し
は
待
ち
な
い
や
！
」と
キ
レ
気
味
の
息
子
。

分
か
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
10
秒
っ
て
案

外
長
い
ん
で
す
。

　

講
演
の
中
で
、「
き
つ
い
言
葉
に
は
き
つ

い
言
葉
が
、
優
し
い
言
葉
に
は
優
し
い
言
葉

が
か
え
っ
て
く
る
」
と
い
う
話
が
あ
り
、
言

葉
っ
て
大
切
だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

　

「
10
秒
の
愛
」
は
決
し
て
特
別
な
活
動
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
話
を
聞
い
た
り
、「
お
は

よ
う
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
の
声

か
け
、
い
つ
も
よ
り
少
し
だ
け
待
っ
て
み
る

な
ど
、
普
段
何
気
な
く
し
て
い
る
こ
と
や
少

し
の
心
が
け
が
、
実
は
「
10
秒
の
愛
」
な
ん

で
す
。「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
！
が
ん
ば
っ

て
い
る
ね
！
」
と
、
子
育
て
で
忙
し
い
お
母

さ
ん
・
お
父
さ
ん
に
も
っ
と
伝
え
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
が
大
き
く
な
り
、
自
分
の
子
育
て
に

は
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
今

後
は
、地
域
や
職
場
で
、「
や
さ
し
さ
の
貯
金
」

を
蓄
え
て
、
周
り
も
自
分
も
心
豊
か
に
な
れ

る
よ
う
、
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

今月は10秒の愛実行委員�豊嶋美紀さんのコラムをご紹介します。

アダルトサイトの２次被害
～トラブル解決をうたう　　
　　探偵業者にご注意を～

こんにちは！中部消費生活センターです
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投票立会人の募集について
選挙の公平を確保するため投票立会人が必要です

　

琴
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
政

治
や
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
選

挙
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
立
会

人
（
期
日
前
投
票
を
含
む
）
に
登
録
さ

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選

挙
ご
と
に
ご
都
合
を
伺
い
、
立
会
人
と

し
て
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、募
集
は
常
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

選
挙
権
年
齢
が
引
下
げ
ら
れ
、
満
18

歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
若
い
世
代
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
投
票
立
会
人
の
主
な
仕
事　

　

選
挙
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

各
投
票
所
に
つ
き
２
名
で
立
会
い
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

投
票
所
に
は
事
務
従
事
者（
町
職
員
）

が
い
ま
す
の
で
、
特
に
心
配
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
応
募
の
資
格

・�

琴
浦
町
内
に
在
住
す
る
選
挙
権
を
も

つ
人（
琴
浦
町
に
住
民
票
の
あ
る
人
）

・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
立
会
い
の
場
所
、
時
間
、
報
酬

・
選
挙
当
日
の
投
票
所

　

場
所　

投
票
区
毎
に
16
箇
所

　

時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

報
酬　

１
万
７
０
０
円

・
期
日
前
投
票
所

　

場
所　

役
場
本
庁
舎
厚
生
棟

　

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

報
酬　

９
，５
０
０
円

○
応
募
の
方
法

　

所
定
の
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
の
う
え
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
持

参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
本
庁
舎

総
務
課
お
よ
び
分
庁
総
合
窓
口
係
に
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
選
任
に
つ
い
て

　

応
募
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
一
旦

名
簿
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
選
挙

が
あ
る
た
び
に
登
録
者
に
ご
都
合
等
を

確
認
の
上
選
任
し
、
別
途
通
知
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
じ
投
票
所
で
登
録
者
多
数
の
場
合

な
ど
立
会
人
に
選
任
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
期
間
は
、
辞
退
の
申
出

が
な
い
限
り
原
則
と
し
て
無
期
限
と
し

て
い
ま
す
。

○
申
込
書
提
出
、
問
合
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

52
─

２
１
１
１

　
　

49
─

０
０
０
０

　

受
付
時
間　

　
　

平
日
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
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　赤碕地区のケーブル線を光ファイバーに張り替える、「情報通信利用環境整備推進工事（赤碕地区）」
の説明会を、各地区を巡回して開催します。
　と　　き　２月10日（金）～３月６日（月）までの平日　19:00～20:30
　※下記表の対象行政区域外の日程にもご参加できます。

２月 会　場 対 象 行 政 区 戸数

10 金 琴浦町役場分庁舎
朝日町（25）、別所（17）、朝日が丘（８）、亀崎町（56）、
船望台（19）

125

13 月 琴浦町役場分庁舎 港町（50）、東三軒屋（27）、三軒屋（18）、塩屋町（63） 158

14 火 琴浦町役場分庁舎 荒神町（42）、南荒神町（44）、東町（22）、仲之町（52） 160

15 水 琴浦町役場分庁舎 本町（25）、西仲町（37）、西町（36）、八幡町（36） 134

16 木 琴浦町役場分庁舎 花見町（121）、地蔵町（38）、西地蔵町（62） 221

17 金 琴浦町役場分庁舎 駅前通り（168）、大山町（49） 217

20 月
琴浦町赤碕

ふれあい交流会館
扇町（38）、きらり町（100）、きらり住宅（34）、牧場（11）、
上赤碕（28）、松ヶ丘（29）

240

21 火 成美地区公民館 南出上（37）、出上１区（34）、出上２区（36） 107

22 水
琴浦町赤碕

ふれあい交流会館
東山区（30）、桜ヶ丘（36）、東桜ヶ丘（25）、上野（71） 162

23 木 成美地区公民館 出上４区（29）、出上５区（20）、出上６区（30）、緑（21） 100

27 月 成美地区公民館 水口（７）、大石（15）、今在家（11）、分乗寺（12）、佐崎（15） 60

28 火 成美地区公民館
上中村（19）、下中村（12）、太一垣（15）、国主（19）、
城山（20）

85

３月 会　場 対 象 行 政 区 戸数

１ 水 安田地区公民館 下市（100）、向原（28）、湯坂（41）、梅田（14） 183

２ 木 安田地区公民館 箆津（70）、坂ノ上（26）、光（46）、尾張（20） 162

３ 金 以西地区公民館 竹内（28）、赤碕金屋（30）、宮木（22）、大熊（28）、国実（23） 131

６ 月 以西地区公民館
大父（27）、平田ヶ平（７）、大父木地（８）、山川（30）、
山川木地（15）

87

問合せ先　企画情報課　 52-1708

ケーブルテレビ伝送路更新工事に係る
住民説明会を開催します
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催しもの

図書館赤碕分館古本市

　古本と保存期限切れの雑誌を無料で提供します。
と　　き　２月18日（土）～19日（日）
　　　　　９:30～17:00
と こ ろ　役場分庁舎入口ホール
そ の 他　古本市用提供本を２月１日（水）～
　　　　　16日（木）まで募集しています。
　　　　　図書館分館・本館へお持込みください。
問合せ先　図書館赤碕分館　 55-7547

第13回認知症をささえるまちづくりフォーラム

　認知症は誰もがなる可能性がある病気です。
　認知症の人とその家族が住みなれた地域で安心し
て暮らせるよう、自分に何ができるのかを一緒に考
えてみませんか？
と　　き　２月12日（日）13:30～15:30
と こ ろ　まなびタウンとうはく多目的ホール
内　　容　
・�講演「認知症になっても安心して暮らせる町をめ
ざして～今日から私たちにできること～」
・認知症カフェの取り組み紹介
・認知症キッズサポーターによる発表
そ の 他　参加無料・手話通訳あり
問合せ先　�福祉あんしん課内地域包括支援センター　

52-1525

やさしい古文書講座

　古い資料の読み解きに挑戦してみませんか。解読
のための知識を基礎から優しく教えます。
とき・ところ（全２回講座）14:00～15:30
　・２月11日（土）まなびタウンとうはく４階
　　　　　　　　　研修室
　・２月25日（土）まなびタウンとうはく３階
　　　　　　　　　第２会議室
講　　師　大嶋陽一さん
　　　　　（鳥取県立博物館主任学芸員）
定　　員　20名（先着順）
参 加 費　無料
申込締切　２月６日（月）
申込・問合せ先　社会教育課　 52-1161
　　　　　　　　琴浦町図書館　 52-1115

寿大学一般教養コースの開催

と　　き　２月24日（金）14:00～15:30
と こ ろ　まなびタウンとうはく
　　　　　３階ハイビジョンシアター
内　　容　映画鑑賞　「学徒兵　許されざる帰還」
送迎バス　２月13日（月）までに下記へ予約　
問合せ先　社会教育課　 52-1161

子育て支援講座の開催

　子育てにおける電子メディア（スマートフォンや
タブレットなど）との、上手な付き合い方について
学びます。
と　　き　２月27日（月）10:00～11:00
と こ ろ　ふれあい交流会館（きらりタウン赤碕）
講　　師　楠本知恵美さん
　　　　　（NPO法人こども未来ネットワーク）
参 加 費　無料（託児あり）
問合せ先　社会教育課　 52-1161
　各子育て支援センター　はとぽっぽ　 52-3715
　　つくしんぼ　 53-0909　ひまわり　 52-3545
　　さくらんぼ　 55-1972

鳥取大学サイエンス・アカデミーのライブ中継

内　　容　『　数学　』シリーズ（全３回）
と　　き　２月11日（土）、３月11日（土）、
　　　　　３月25日（土）　10:30～12:00
と こ ろ　琴浦町図書館本館　対面朗読室
問合せ先　琴浦町図書館　 52-1115
　　　　　鳥取大学社会貢献課　 0857-31-6777

カウベルホールの催しもの

桂南光独演会
　日本独自の大衆文化「落語」は幅広い世代で楽し
めます。家族や仲間同士で落語の鑑賞を通じ、大
いに泣いて笑って心をリフレッ
シュ。元気を回復しませんか。
と　　き　２月12日（日）
　　　　　14:00（開場13:30）
出　　演　桂南光、桂米紫、
　　　　　桂團治郎（敬称略）
料　　金　自由席　一般3,500円、学生500円
　　　　　中学生以下無料（未就学児入場不可）
そ の 他　無料託児あり（要予約）、軽飲食あり
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案　内

セミナー＆交流会de婚活

　鳥取中部１市４町と鳥取中部ふるさと広域連合で
は、異性間でのコミュニケーションのスキルアップ
を図る婚活イベントを開催します。
　セミナー終了後は美味しい料理で交流します。
と　　き　２月25日（土）18:00～（受付17:30～）
と こ ろ　倉吉市　NOSIDE（のーさいど）
応募締切　２月17日（金）
対 象 者　鳥取中部在住の独身男性・女性
　　　　　年齢は20歳以上
募集人数　男女とも各20人程度
参 加 費　１人5,000円（交流会の飲食費込）
講　　師　恋のキューピット芸人ゆっき～さん
問合せ・申込先　

（一社）鳥取中部観光推進機構　 24-5024

ミニFPフォーラムin琴浦2017

　住宅取得、教育資金、保険、相続などを学び、今
後の生活設計に活用しませんか。
と　　き　２月11日（土）12:30～16:50
と こ ろ　まなびタウンとうはく
内　　容　・金銭教育「おこづかいゲーム」
　・�講演会①「これで納得「相続」～相続税がかか
らなくても困る事があるんだって～」

　・講演会②相続不動産の売却時の注意点
　・相談会
そ の 他　参加無料、要事前申込
申込・問合せ先　日本FP協会　 0120-874-009

無料労働セミナー

と　　き　２月16日（木）13:30～15:00
と こ ろ　倉吉市立図書館（倉吉交流プラザ）
　　　　　第１研修室（倉吉市駄経寺町187-1）
テ ー マ　職場のトラブルと対処法
　　　　　～労働相談の現場から～
講　　師　みなくる　労働・雇用相談員
　　　　　労使ネットとっとり　事務局職員
対 象 者　どなたでも参加可能
　※�雇用保険の失業給付を受給中の人は、求職活動
実績のポイントとなります。

申込・お問合せ先
　鳥取県中小企業労働相談所みなくる倉吉　
　 23-6131（平日９:30-18:00）
※�当日参加も可能ですが、資料準備のため事前申込
をお願いします。

カウンセラーによる「こころの相談会」

と　　き　２月12日（日）９:30～15:00
と こ ろ　倉吉市立図書館（倉吉交流プラザ）
　　　　　第１研修室（倉吉市駄経寺町187- １）
対 象 者　どなたでも可能
内　　容　�子どものこと、家族や知人のこと、自分

のことなど、日頃気になっている悩みや
困りごとをカウンセラーに話してみませ
んか？

相　　談　秘密厳守、相談無料（要予約）
予 約 先　ライフサポートセンターとっとり
　　　　　 0120-82-5858　 0857-32-5454
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２月の定例無料相談
●行政相談
内　　容　�役所の仕事やサービス、各種制度の手続

きに関する困りごとやご意見、ご要望
【社会福祉センター】
と　　き　２月15日（水）　９:00～11:00
【老人福祉センター】
と　　き　２月23日（木）13:30～15:30
問合せ先　総務課　 52-2111
●夜間納税相談（あらかじめご連絡ください）
内　　容　納税に関すること
と　　き　開庁日の夜間　おおむね19:30まで
と こ ろ　役場本庁舎
問合せ先　税務課　 52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
【安田地区公民館】
と　　き　２月10日（金）９:00～11:30
【浦安地区公民館】
と　　き　２月24日（金）９:00～11:30
問合せ先　人権・同和教育課　 52-1162
●健康相談
内　　容　身体の健康に関する相談
と　　き　２月20日（月）９:30～10:30
と こ ろ　いきいき健康センター
問合せ先　子育て健康課　 52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　２月７日（火）、21日（火）９:00～12:00
と こ ろ　農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 55-7809
●中部消費生活センター定期巡回相談
内　　容　消費トラブルなど消費生活全般
と　　き　２月９日（木）、23日（木）
　　　　　８:30～17:00
と こ ろ　役場本庁舎　相談室
問合せ先　町民生活課　 52-1703
●多重債務・法律相談会
内　　容　クレジット、消費者金融、ヤミ金融、
　　　　　各種ローンの相談
と　　き　２月17日（金）13:30～16:00
と こ ろ　倉吉未来中心２階　セミナールーム
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　中部消費生活センター　 22-3000

住民健康講座　糖尿病予防講演会

と　　き　２月12日（日）14:00～15:35
と こ ろ　鳥取県中部医師会館
　　　　　（倉吉市旭田町18番地）
内　　容
・講演①「糖尿病に興味を持っていただくために」
　講師　鳥取県立厚生病院�内科医長
　　　　村脇あゆみ�先生
・講演②「糖尿病とウォーキング」
　講師　鳥取県中部医師会�会長　松田　隆�先生
問合せ先　鳥取県中部医師会　 23-1321

鳥取県不妊専門相談センター第３回無料出張相談会

と　　き　２月17日（金）12:00～16:00
と こ ろ　倉吉交流プラザボランティア交流室
　　　　　（倉吉市駄経寺町187-1）
内　　容　不妊や不育症などの相談会
　　　　　（不妊症看護認定看護師による面接相談）
　　　　　※時間の希望がある人はご予約ください
問合せ先　鳥取県西部不妊専門相談センター
　　　　　（ミオ・ファティリティ・クリニック内）
　　　　　 0859-35-5223

ふるさと未来夢寄附金へのお礼

　

■平成28年度の寄附の状況（平成28年12月31日現在）
　寄附金の額　　　　　　327,523,098円
　ご寄附いただいた人　　　　　12,375人
うち、
・鳥取中部地震における琴浦町への災害支援寄附
　　5,276,601円／295人
・熊本地震における益城町への災害支援代理受付
　　14,750,000円／628人

　ご寄附いただいた人のうち、希望された人
のご芳名とご住所（都道府県名のみ）は、ホ
ームページに掲載させていただいております。
HPアドレス　
http://www.kotoura-furusato.jp/
　ふるさと納税は税金控除対象です。確定申
告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は積み立てた後、町事業に活用させ
ていただきます。
　町外在住のご親戚・お知り合いの人に、こ
の制度をぜひご紹介ください。
問合せ先　総務課　　52-2111
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●心の健康相談
内　　容　心の不調の相談に精神科医が対応
と　　き　２月９日（木）15:00～16:30
予　　約　電話予約のうえ事前面接を実施
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 23-3147
●女性法律相談
内　　容　�法律上の助言を希望する女性相談者に弁

護士が対応
と　　き　２月15日（水）10:00～12:00
と こ ろ　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
予　　約　電話予約のうえ事前面接
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 23-3152
●教育相談会
内　　容　専門医による教育に関する相談
と　　き　２月９日（木）13:00～17:00
　　　　　２月20日（月）14:00～16:00
と こ ろ　中部総合事務所
予　　約　前々日の正午までに電話予約
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課
　　　　　 0857-28-2322
●司法書士による無料法律相談
内　　容　相続・遺言／不動産の贈与・売買／
　　　　　�貸金などの140万円以下の民事紛争／
　　　　　借金・多重債務問題/その他の法律問題
と　　き　２月16日（木）16:30～18:30
と こ ろ　役場本庁舎１階相談室Ｂ
予　　約　前日までに要予約　 52-6100
問合せ先　鳥取県司法書士会　 0857-24-7024

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど
【社会福祉センター（東伯本所）】第１水曜日（祝日除く）
と　　き　２月１日　９:00～11:00
【老人福祉センター（赤碕支所）】第３木曜日（祝日除く）
と　　き　２月16日　13:30～15:30
●法律相談
司法書士が相談に応じます
内　　容　法律全般
と　　き　２月22日（水）13:30～15:30
と こ ろ　社会福祉センター（東伯本所）
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
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かんたんな手話
目で見ることば」です顔の表情も付け加えながらやってみましょう

手話は、　　　　vol.33
シリーズ

―今月の職員―

やばせこども園

高力 由希奈
０歳児の
担任をしています

節分の豆は食べますか？

「手で表すことばで、

　２月３日は節分ですね。
　今回は、“節分の豆は食べますか？ ”の手話をやってみましょう。

節分の 豆は
21

食べますか

器からお豆を取って、まくしぐさをする。 両手の親指と人差し指の輪を、交
互に小さく上下に動かす。

3

54

豆を食べるしぐさをする。 肩の前に利き手のひらを上に向
け、左右に振る。

発行：琴浦町　編集：企画情報課　〒689-2392　鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2　TEL (0858) 52-2111（代表） FAX (0858) 49-0000
琴浦町ホームページアドレス　http://www.town.kotoura.tottori.jp/　毎月１日発行　印刷：今井印刷株式会社

ことうらスナップ
パシャリ！まちの魅力を まちネット行進曲

　本町では近年、多くの人や団体がまちづくりに取り組み、
それぞれの地域や得意分野で町を盛り上げていただいています。
　毎月シリーズで、これらの取り組みを紹介していきます。

シリーズ
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http://shitamachi-walker.com
http://www.facebook.com/kaigaraema
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